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ルナルト・ブレヒト︑ベンジャミン・ブリテン︑サミュエル・ベケット︑伊藤道郎︑横道萬里雄︑小津安二郎ら二十世紀の芸術家たちの作品や活動︑思想との関係について︑ジェンダー︑セクシュアリティ︑ポス コロニアル理論を用いて︑テクスト分析とパフォーマンス・スタディーズの両面からのアプローチによって論じている︒西洋及び日本の近現代文学・文化への能の影響 関して︑個々の事例に関する作品間︑作家間の影響関係 指摘については︑これまでに多くの研究の蓄積があるが︑本書の方法の特徴は︑能をめぐる異文化間交流や摩擦を︑教育学 視点を導入することによって 教育あるいは訓練という形態をと 関係 背後にあ 伝統と攪乱︑服従と転覆の緊張 係として捉え直している
点である︒　
著者は︑現在アメリカのボストン大学の准教授で︑モダニズム︑
トランスナショナル・パフォーマンス︑そしてジェンダー・セクシュアリティ研究を専門としている︒プレストンは︑訓練︑教育︑翻訳︑アダプ ーション︑上演という能の国際的な移動／影響関係の問題に︑異文化間の美学的あるいは政治的な教育という視点を導入することによって︑西洋と東洋︑受容の成功と失敗︑従属と攪乱︑文化の盗用と多 主義という二項対立的な関係によって把握する批評を克服しようとしている 言え ︒　
プレストンは︑能の教義を学び︑鼓や謡︑舞を実際に稽古した








, and Journeys in Teaching  
????


























zra Pound as N
oh Student ︱
2 . T

















4 . Pedagogical Interm
ission: A
 L














































lassical Stage of Japan ） ﹄ （
一九六九
）においてパウンドが展開し
た﹁イメージ 結合﹂という能へ 理解が︑いか 彼の﹁創造的翻訳﹂に反映されているかを﹃羽衣﹄ ﹃錦木﹄の翻訳によって明らかにし︑能の翻訳がイマジスト しての詩法の展開 つながっている点を指摘している箇所に本書の成果があると考えられる︒さ
書評
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のようにイェイツがアイルランド演劇 望んだ理念やアンビヴァレントなナショナリズムが反映してい のかという点を示している︒著者は︑イェ ツが﹃日本の高貴なる劇数篇﹄の序文において︑伊藤道郎 舞を﹁心の奥底の世界に移り住んだ﹂
（
inhabit at it 
w
ere the deep of the m
ind ）という言葉で表現したことに着目し︑野口








能の関係を論じる際の方法は︑ 中心の演劇研究を見直し︑上演にいたるまでの教授法︑舞台空間︑演出︑装置︑身体表現をも考慮に入れる本書の戦略が有効に働いている︒ ﹃あしお ﹄上演には︑ベケットによって定められた舞台演出と舞台美術を遵守し︑上演ノートや記録類と同時に︑戯曲に付されて る詳細なト書きによって彼の振り付けをも再構築す ことが求められている︒著者は︑初演時にメイを じたホワイトロウによるベケットのに関する記録のなか ︑
ベケットが歩き方︑姿勢︑スピード︑歩



















































構成それ自体が︑前場︑中入り︑後場という能の曲構成を喚起させるものになっており︑文献学的なアプロ チのみならず︑上演という観点から演劇を捉えようとする著者の方法論が本書全体を貫いて る︒演劇の多文化間の移動の研究 通して 芸術︑教育政治における主体と従属性の問題を理論的に説明し 成果であ著者の方法論は今後の研究 視点 広げるこ 貢献するだろ ︒
